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増加に転じている⽇本の⾃殺者



⽇本は“⾃殺⼤国”
⽇経新聞より

朝⽇新聞より



とくに増えている児童・⽣徒の⾃殺



22年版⾃殺対策⽩書より
•⾃殺者数の動向について、新
型コロナウイルス流⾏前の15
年から19年までの5年間平均
と21年を⽐較して分析。男⼥
とも20代以下で増えていた。
コロナ禍で若年層の⾃殺増が
⽬⽴つ。
•流⾏前5年間平均との⽐較で
は、10代以下が29.1%、20代
が16.7%増えていた。30代以
上はいずれも減っていた。



原因は「コロナ」だけなのだろうか？

スマホがもたらす変化について考えてみる
…コミュニケーションの個別化、直接化、⾝体化



昭和の⼈なら知っている「スマホのない時代
の待ち合わせ」



スマホがない時代の男⼥の連絡⽅法

「mamastaセレクト」より



スマホの出現で状況は激変
• 待ち合わせは個⼈への連絡で簡単、正確に
• 友⼈や恋⼈への連絡は最初からダイレクト
• 寝ながら世界の⼈や情報とつながることができる

しかし⼀⽅で…
いつでも連絡がつく≒逃げられない

ごまかせない
プライバシーがない、ひとりになれない
スマホと⾝体が⼀体化



ネットで「死にたい」と打ち明け、知らない
⼈を頼ってしまう若者たち



すさまじい「ネットいじめ」
なぜ他者の⼈権を傷つけるのか？





⼼理的防衛機制（defence mechanism）
•⾃ら受け⼊れがたい状況、または潜在的な危険な状況に晒され
た時に、それによる不安を軽減しようとする無意識的な⼼理的
メカニズム

•例…投影（Projection）―⾃分の内⾯にある受け⼊れがたい感
情や欲動を、⾃分のものとして認めず、他者に映し出すこと。
さらにそれを攻撃することで、より⾃分の内⾯には⽬を向けず
にすむ。⾮常に未熟な防衛機制。“攻撃は最⼤の防御なり”の
誤った使い⽅



“向きあいたくない⾃分”の内⾯とは…
•友だちも恋⼈もできないのでは？
•進学、就職できないのでは？就職してもすぐにクビになるか会
社がつぶれるかしてしまうのでは？
•イキイキと輝いて⽣きられないのでは？
•若くして成功している⼈たちに⽐べたら、取るに⾜らない⼈⽣
では？
•⾃分なんかいなくても誰も困らないのでは？
•⽣きている意味などないのでは…？



⾃分を他者と⽐べてランク付けさせられる
ネット社会―⽐べる相⼿は無数

『わたしのネット』「⾃分に合うSNSは？SNS⼥⼦の特徴とタイプ別おすすめ診断」
https://flets.hikakunet.jp/news/31300.html

https://flets.hikakunet.jp/news/31300.html


最⼤の問題…

「新⾃由主義」の名のもとに、機会の不平等が是
正されず、すべては⾃由競争の結果の⾃⼰責任だ
とされる社会になっていること



• https://news.yahoo.co.jp/articles/a571c
c2168cd212c3412287141145f240ce02b0
2?page=1

https://news.yahoo.co.jp/articles/a571cc2168cd212c3412287141145f240ce02b02?page=1
https://news.yahoo.co.jp/articles/a571cc2168cd212c3412287141145f240ce02b02?page=1
https://news.yahoo.co.jp/articles/a571cc2168cd212c3412287141145f240ce02b02?page=1


いまの社会の限界に⽬を向ける必要がある

•⾃助努⼒、⾃⼰防衛には限界がある
•「タイパ」重視社会には限界がある
•とくにネット社会では⼦どもや若者の「よるべなさ」が無限⼤
になっており、「⾃分を守るために⾃分を攻撃する」「⾃分を
守るために他者を攻撃する」となっていることに気づくべき


